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（4）ロボット技術の研究開発

研究開発の目的・内容

現状の成果① 最終目標

現状の成果②橋梁の打音検査ならびに近接目視を代替する
飛行ロボットシステムの研究開発50

研究責任者 東北大学 未来科学技術共同開発センター 准教授　大野和則
共同研究グループ （株）リコー、千代田コンサルタント（株）、（一財）航空宇宙技術振興財団、東急建設（株）
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（5）アセットマネジメント技術の研究開発

研究開発の目的・内容

現状の成果① 最終目標

現状の成果②道路インフラマネジメントサイクルの展開と
国内外への実装を目指した統括的研究57

研究責任者 東京大学大学院 工学系研究科 教授　前川宏一
共同研究グループ 東京大学、日本大学、（株）土木管理総合試験所、（株）NIPPO、東日本高速道路（株）、首都高速道路（株）、横浜国立大学、東北大学、京都大学、大阪大学、高知工科大学、

高知工業高等専門学校、東京工業大学、筑波大学大学院、土木学会技術推進機構、北海道大学、首都高技術（株）、（一財）首都高速道路技術センター、九州大学

SIP 開発技術を国内外へ実装します

最適な維持管理システムのカスタマイズ・展開を図ります

コストのかかる道路床版の維持管理を合理化します
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JIS A 5011-1 
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（2）構造材料・劣化機構・補修・補強技術の研究開発

研究開発の目的・内容

現状の成果① 最終目標

現状の成果②超耐久性コンクリートを用いた
プレキャスト部材の製品化のための研究開発38

研究責任者 岡山大学大学院 環境生命科学研究科 教授　綾野克紀
共同研究グループ オリエンタル白石（株）、ランデス（株）、JFEスチール（株）

プレキャスト製品

高炉スラグ細骨材

別紙④


	(2)
	(3)
	(4)

